
Q  

外
国
産
の
Ｂ
級
品
の
野
菜
を
生
産

者
が
出
品
時
に
何
故
、
競
合
し
て
販
売

す
る
の
か
。

A  

目
玉
商
品
と
し
て
地
域
の
会
社
か

ら
提
供
を
受
け
販
売
し
て
い
る
が
、
生

産
者
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
い
よ
う
に

注
意
を
す
る
。
売
り
上
げ
至
上
主
義
で

は
な
い
。

（
町
長
）

議
席
13
番

木
村
　
信
一
　
議
員

Q  

茨
城
さ
か
い
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社

に
つ
い
て
。

A  

昨
年
８
月
に
町
が
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
出
資
の
「
茨
城
さ
か
い
ソ
ー
ラ
ー

株
式
会
社
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
出
資
金
5
千
万
円
（
ウ
エ
ル
シ

ア
創
業
家
鈴
木
様
か
ら
の
寄
付
金
）

借
入
金
４
億
７
，
４
０
０
万
円
合
計

５
億
２
，
４
０
０
万
円
で
す
。

設
置
箇
所
は
町
内
34
箇
所
で
あ
り
、
平

Q  

職
員
数
の
削
減
に
よ
り
町
民
に
対

し
て
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
か
。

A  

本
年
の
３
月
の
退
職
者
が
多
く
見

込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
次
募
集
を
実

施
し
、
７
名
を
採
用
し
ま
し
た
。
現
在

は
元
職
員
の
方
の
お
力
を
お
借
り
し
て

い
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は
な

ら
な
い
。
今
、
町
が
抱
え
る
大
き
な
課

題
の
一
つ
は
、
職
員
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
後
は
職
場
環
境
が
整
う

に
つ
れ
職
員
自
ら
が
提
案
し
実
施
し
て

い
く
事
業
が
増
え
て
い
く
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

（
町
長
）

○
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て

○
職
員
の
管
理
に
つ
い
て

Q  

地
域
連
携
機
能
と
し
て
の
高
瀬
舟
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
自
転
車
、
セ
グ
ウ
ェ

イ
、 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用

状
況
は
。

A  

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業
も
あ
る

が
、
高
瀬
舟
１
６
２
名
、
自
転
車
11
名
、

セ
グ
ウ
ェ
イ
54
名
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ

Q  
圏
央
道
の
開
通
、
国
道
３
５
４
号

線
バ
イ
パ
ス
予
定
も
あ
り
、
ふ
れ
あ
い

の
里
近
傍
に
第
２
の
道
の
駅
を
つ
く
る

考
え
は
。

A  

現
在
の
道
の
駅
を
中
心
に
河
岸
の

町
と
し
て
の
観
光
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
３
５
４
バ
イ
パ
ス
付
近
は
、
防

災
拠
点
と
か
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
な
ど
の
別
な
取
り
組
み
を
検
討
し
た

い
。

（
町
長
）

Q  

現
在
の
職
員
数
及
び
非
常
勤
職
員

数
は
何
名
か
。

A  

平
成
27
年
４
月
１
日
付
職
員
数
は

２
１
８
名
で
す
。
非
常
勤
職
員
１
２
２

名
で
す
。

（
副
町
長
）

ウ
ス
２
３
９
名
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
利
用

し
て
い
た
だ
い
た
。
老
若
男
女
、
家
族

連
れ
等
み
ん
な
が
楽
し
め
る
事
業
も
検

討
し
た
い
。

（
副
町
長
）

成
28
年
３
月
に
す
べ
て
完
成
予
定
で

す
。
今
後
は
事
業
が
完
了
時
に
計
画
書

を
策
定
し
町
民
の
方
に
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

（
町
長
）

Q  

大
型
車
両
に
よ
る
町
道
破
損
に
つ

い
て
。

A  

現
在
の
対
応
状
況
は
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
た
め
早
急
な
復
旧
が
必
要

な
箇
所
は
町
が
補
修
を
お
こ
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
町
と
し
て
も
残
土
搬

入
業
者
に
再
三
に
わ
た
り
道
路
の
補
修

を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

町
内
3
か
所
（
森
戸
小
学
校
付
近
、

新
古
河
変
電
所
南
側
、
栗
山
地
内
）
に

積
ま
れ
た
建
設
残
土
に
つ
い
て
。

A  

建
設
残
土
に
つ
い
て
は
、
「
境
町

土
砂
等
に
よ
る
盛
土
、
及
び
堆
積
の
規

制
に
関
す
る
条
例
」
に
低
触
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
防
災
安
全
課
、
県
廃
棄

物
対
策
課
、
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
及
び

警
察
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
指
導
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地

元
の
方
を
始
め
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
対
応
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

○
環
境
問
題
に
つ
い
て
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